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第 一 章 『伊サ九主』の道法思想








































思想は、上帝が四時 ・日月 ・陰陽などの運行法則(天 道)に よって、その時々の人為の許容限度を、
刑と徳、剛と柔 といった様式で指示 し、それに背 く為政者には天映を降すと説いて、君主の恣意的
支配を天意の下に抑制せんとする、強烈な天人相関思想の構造を持つ。
次いで、第三章では、萢鵡型思想 と 『老子』の思想を比較 し、両者が、宇宙の本体 ・根源として





第十三章にかけては、r尚 書』r国 語』r左 伝』などと共通する要素の検討を通 じて、萢鵡型思想の
淵源が、周王室に付属 した瞥官や史官が形成 した、中原の古代天道思想にあると推定 した。音楽を
司る瞥官は、律音の規則性 と天道の規則性を関連づけて、吹律聴声により天意を察知 し、天子を教
戒する行為を職分 とし、夫文 ・暦法 ・歴史記録を司る史官は、天体の運行を観測して暦法を定め、
天道の推移から天意を占い、歴史から教訓を引き出して天子を教戒する行為を、その職分 としてい
たからである。この両者は、職業上形成 した天道思想の記録(「 瞥史之紀」)を 代々継承して、特異






の国都 ・臨酒に於て、楚か ら環淵によって斉に伝えられたr老 子』や、慎到 ・申不害などの稜下の























力を絶対化 し、臣下の姦詐を尽 く摘発 して、専制支配を確立するために道を応用 しているとの結論
を提示 した。
次に第四章から第六章に於ては、申不害と慎到が、法の本質を、君主も服従すべき客観的 ・中立
的な判定基準 と規定 し、ひたすら法の客観性を追究 して行った結果、その後法源を自然法、とりわ
け老子の道に求める方向に理論が進展 し、最終的に 『経法』の如 き道法思想へと到達 した経緯を説
明した。
続 く第七章 と第八章では、商鞍 と韓非の法術思想を検討 し、彼等が申不害や慎到とは全 く逆に、
法の本質を、国家や君主がその意志を民衆に強制 し、民衆を予め設定 した目標へ誘導するための技
術 と捉えていることを論 じた。そ して筆者は、こうした性格の法を、客観的基準としての法と区別











あることを論 じた。すなわち秦の皇帝概念は、皇一 帝一 王一 公といった序列を踏まえつつ、自己
の功業は古代の五帝三王をはるかに凌 ぐとの、秦王政の強烈な自負心から考案されたため、上天を









第十二章では、法術思想 と対比 しつつ、黄老道の政治思想の特色を解説 した。黄老道が想定する




















封建制の施行といった漢の公的国家原理へと移行 ・転換 し、高祖集団の私的契約関係を、諸侯王 ・
列侯の封建 といった漢の公的国家体制として制度化すること、かつまた天下の諸階層をその原理と





そして次の第十四章では、恵帝 ・文帝 ・景帝 と続 く漢の歴代皇帝が、上述 した高祖の皇帝観 ・統
治観を踏襲 して行 った状況を解説 した。
第十五章と第十六章では、秦と漢 とを同質の帝国と捉え、「古代帝国」「秦漢帝国」「古代デスポ
ティズム」等の概念によって一括せんとする、西嶋定生 ・守屋美都雄 ・宇都宮清吉 ・増淵龍夫 ・谷
川道雄 ・好並隆司などの諸説に対 し、両帝国の差異を指摘 して批判を加えた。その上で、秦帝国 と
は異なる生い立ちを持つ漢帝国の独 自性 と、それに基づ く漢独自の皇帝観 。統治観が、法術思想に














の理論的構造 と一定のメカニズムを備えた、独 自の統治形態であ り、形式として示す消極性 とは裏
腹に、積極的な効果を発揮 したのである。
黄老道的無為の治は、世に文景の治と讃えられる、未曽有'の繁栄と安定を実現した。 しか し黄老

















天人相関に基づ く陰陽流兵学が、当時いかに巨大な潮流を形成 していたかを指摘 した。
第三章では、陰陽五行思想の大成者 として著名な郷衛の思想を考察した。郷衛の思想は、五徳終




行篇』を考察 した。『五行篇』はその内容か ら、子思 ・孟子系統の儒家の文献 と目されている。そ
こには、唯心主義 と結合 した神秘主義や、文王が上帝より暦運の数を賜与され、天命が股か ら周に









策の順序は、やは り第二次 ・第一次 ・第三次の順に改めるべ きこと、董仲舎予が武帝に対 し一方的に






















のがある。これらほどではないにしても1970年 代の長沙馬王堆漢墓か ら出土 した吊書などが投げか
けた波紋も極めて大きいものである。たとえば伝来の現存文献を精密周到に調査 し可能な限 り合理
的に究明 した結果、仮説 として提示され大方の承認を得て定説と見なされてきた諸々の事柄が、新
出資料が示す確たる事実によって、その当否を白日の下に暴 され る事態が隼 じた りしたのもその一
例である。
本論文は、論者が、近年来、中国で馬王堆出土の吊書 『老子』乙本巻前古侠書の全文が公表され、











に在 るものであると論ずる。更に第三章で、萢覇型思想とr老 子』の思想を比較 して両者の同異を




子』の道の思想、慎到や申不害系統の法家思想を合揉 したものであることを論 じ、また第八章で 『管
子』勢篇が 「黄帝書」の系列であることを指摘する。
か くして、「黄帯書」の思想の祖型 と認められる萢謡型思想が出現 した時期を定めるべ く第九章
において、r国語』越語下篇の記録が、春秋末戦国初のものであることを確認 し、その上で、論老





思想のもう一方の極をなす 『老子』の思想の成立を検討 し、戦国初め楚の北辺で成立 し、萢鑛型思
想に加え新たに道の思想を創出 したと結論 しつつ、更に論を進めて、第十五章では、戦国初め越の
勢力伸張に伴い、萢鵡型思想が山東地域の斉に伝えられ、戦国中期には、斉の都臨酒において、環
淵が斉に持ち込んだ 『老子』や慎到や申不害などの法家思想を吸収 し、その結果 として、四種の古
侠書などに見られる黄老思想が形成されたことを論 じ、続 く第十六章では、その思想が黄帝に仮託
されて 「黄帝書」が成立する事情、第十七章では、「黄帝書」と 『老子』とが同一系統の思想 とし
て一括され、戦国後期の斉の地で、明確な学派としての黄老道が成立するに至ると論 じている。
《第二部 黄老道の隆盛》は十九章から成る。政治思想が、秦の法術思想から漢初の黄老思想へ




に理論が進展 してい くのに対 して、『韓非子』においては、君主の認識判断能力を絶対視するため、
道に言及 しても専制支配を確立する手段に応用するに過ぎず、君主の恣意の前に法の客観性が無視
される方向にあり、両者の間には大 きな質的相違が認められるとしている。更に第七章と第八章で












帝の地位 と彼 らが抱いた、皇帝といっても古代諸帝王 と同等であ り凌駕するものではないとする皇
帝概念 とが基礎となり、この基礎の上に、君主の定める法は、上天が示す天道の下に在 り、君主の
行為は天道の下でその恣意的発動を抑制されなけれぽならないという道法思想、'すなわち黄老思想
に立脚 した法思想が、現実政治の上に採用 され、か くして、法術思想を継続的に採用 した秦帝国が














討 している。論文全体の流れからすると些か不 自然な感 じが しないでもないが、恐らく、これは、
儒学拾頭の原因を、天人相関と陰陽思想を採用 して政治理論を構成す るのに成功 したところにある
と見る論者が、その遠因として、戦国時代の儒家には既にそ うした体質があ り、それは、世に所謂
儒家的合理主義と評価される二三の人 々の立場 とは大きく隔たるものである、 と確信 した上での周
到な配慮ではないかと思われる。かくして儒家思想には本来、天人相関、陰陽思想 との密接な関わ
りが認められることを確認したのを承けて、論者は、第十章で漢の武帯の求めに応 じた董仲紆の天













が解明した事実、投げかけた問題の大きさに比べる時、これ らの毅疵は言 うに足 りないものであろ
う。
以上によって、本論文の提出老は、文学博士の学位を受けるに十分な資格を有するものと認めら
れる。
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